
2. SPデータに触ってみる
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必要ツール 

・SP in Cプログラム  

    SPINCforTANSA140121.tar.gz 
・ターミナル(e.g., X11) 

・グラフソフト（e.g., gnuplot) 

・テキストエディタ(e.g, vi) 
・電卓 

・プレゼンソフト(e.g.,キーノートorパワポ)
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2.1 spincプログラムの展開
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2.1 spincプログラムの展開

SPINCforTANSA140121.tar.gz

作業１：圧縮ファイル&tarの展開

(1) 用意するもの

(2) terminalを立ち上げて、spincファイルと同じディレクトリに移動。

(3) ファイルの展開

（例） 

> tar xvf SPINCforTANSA140121.tar.gz

SPINC_for_TANSA_v3/　というフォルダーが出現する
�4



2.1 spincプログラムの展開

(4) SPINC_for_TANSA_v2/　へ移動

> cd SPINC_for_TANSA_v2/ 
> ls

SPINC_for_TANSA_v3で展開されるファイル

�5



2.2 SPデータの取得
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【かぐや（SELENE）データアーカイブ】 

http://www.soac.selene.isas.jaxa.jp/

まずはSPデータを取得してみよう！
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2.2 SPデータの取得

手順１： 
同意して下さい

手順２： 
利用を開始して下さい
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利用開始すると 
データ検索ページへ

①プロダクトの選択 

何のデータ？
②時刻範囲 

いつのデータ？
③観測範囲 

どこのデータ？

手順３： 
プロダクト選択ボタン 
を押して下さい

2.2 SPデータの取得

�9



まずは、SPデータを選択

①プロダクト選択ボタンを押すと、プロダクト指定画面

手順４： 

LISMを選択

2.2 SPデータの取得
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まずは、SPデータを選択

①プロダクト選択ボタンを押すと、プロダクト指定画面

手順５： 
標準を選択

2.2 SPデータの取得
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まずは、SPデータを選択

①プロダクト選択ボタンを押すと、プロダクト指定画面

手順６： 

SP輝度/・・ 
を選択

2.2 SPデータの取得
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まずは、SPデータを選択

①プロダクト選択ボタンを押すと、プロダクト指定画面

手順６： 

SP輝度/・・ 
を選択

ここに選択し
たプロダクト
明が表示

手順７： 

Addを押してください

2.2 SPデータの取得
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まずは、SPデータを選択

①プロダクト選択ボタンを押すと、プロダクト指定画面

決定リストに 

SPデータが入る

手順８： 
決定ボタンを押して下さい 
（データ検索に戻ります）

2.2 SPデータの取得
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これで、SPデータが検索
対象になりました

2.2 SPデータの取得
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場所を指定して検索

③観測範囲 

どこのデータ？

手順９： 
観測範囲選択ボタン 
を押して下さい

2.2 SPデータの取得

�16



場所を指定して検索
②観測範囲選択ウィン
ドウが出現

選択方法A 
ここの手順に従い
場所指定

選択方法B 
直接緯度経度を入
力して指定

2.2 SPデータの取得
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場所を指定して検索
②観測範囲選択ウィン
ドウが出現

例えば：選択方法
Aに従い場所指定

指定された範
囲の緯度経度
が入力される

検索のこつ： 
できるだけ狭い範囲を指定 

広範囲の場合大量の検出データが多すぎる問題

手順１０： 
選択範囲決定ボタンを押して下さい 
（データ検索に戻ります）

2.2 SPデータの取得
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これで、検索準備が
整いました。

SPデータ

経度：339.4～340 

経度：9.30396～9.90820

手順１１： 
検索実行ボタンを押して下さい 
（検索を開始します）

2.2 SPデータの取得
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検索結果

検索対象結果のSPデータ

2.2 SPデータの取得
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検索結果

手順１２：注文した
いデータをクリック

手順１３： 

add cartボタンを押して下さい

2.2 SPデータの取得
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オーダーリスト画面

order listを
クリックすると

選択したSPデータが表示される

手順１４： 
注文内容を確認するボ
タンを押して下さい

2.2 SPデータの取得

�22



やっとダウンロードの画面

手順１５： 
ダウンロードボタンを
押して下さい

2.2 SPデータの取得
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と、思ったらあと、もう１ステップ（ダウンロードの画面）

手順１６： 
青色で表示されているファイル名を 
クリックして下さい 
（データダウンロードが始まります）

ダウンロード後
のファイルの解
凍の仕方

2.2 SPデータの取得
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課題１：同じ手順で今度は特定の周回番号のL2B1
をダウンロードしてみよう！

2.2 SPデータの取得

場所で検索せず、直接周回番号を入力する

�25



2.2 SPデータの取得

先ほどと同じ手順を使っ
てプロダクト指定

ただし、今度は 
LISM(月面撮像／分光機器)/標準/SP

輝度/拡散反射率データ(周回単位) 

を選択（L2B1）
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2.2 SPデータの取得

プロダクト指定が終了
したら、今度は

手順１７： 
詳細条件設定ボタンを押す
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2.2 SPデータの取得

詳細検索画面が出てくる

手順１８： 
ここに欲しい周
回番号を入力
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2.2 SPデータの取得

詳細検索設定後、検索をかけると対応する周回番号のプ
ロダクトのみでてくる。

後は、同じ手順でダウンロード。
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2.3 SPデータの読み方
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2.3 SPデータの読み方

まずはダウンロードファイルの解凍

手順１：ダウンロードしたSPプロダクトファイル(***.sl2)を

SPINC_for_TANSA_v3/に移動
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tar xvf [ダウンロードしたファイル]

> tar xvf SP_2B2_01_04208_N096_E3400.sl2

・SP PDS プロダクトファイル(spc) 

・カタログ情報ファイル(ctg) 

・L2B2の場合はさらに同時観測画像(jpg)が２ファイル 

(1) サムネイル画像と (2) オリジナル画像(Pがついているもの)

展開されるファイル

手順２：***.sl2ファイルを展開

2.3 SPデータの読み方
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・MAIN_simple_reading_L2B.c 

が対象のmainファイル

・make simpleによるコンパイル

> make simple

手順３：spinc実行ファイルの作成

実行ファイルSPINC_simplereadL2B 
が生成される。

2.3 SPデータの読み方
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（使い方）SPINC_simplereadL2B [spcファイル] [側線番号]

（例） 

>./SPINC_simplereadL2B SP_2B2_01_04208_N096_E3400.spc 10

・画面に簡単な補助情報データが出力 

・Spectrum.datといったファイルが書きだされる

手順４：SPINC_simplereadL2Bの実行

補助情報データ

2.3 SPデータの読み方
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>less Spectrum.dat

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①波長 [nm] 

②輝度値 [W/m2/µm/sr] 
③拡散反射率 

④暗時DN 

⑤オリジナルDN 

⑥QA

2.3 SPデータの読み方

Spectrum.datの中身

テキスト形式で、各素子のスペクトルデータ等が入っている
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(1) gnuplotの立ち上げ

(1) gnuplot> plot "Spectrum.dat" using 1:2 with line 

→輝度値が表示される 

(2) gnuplot> plot "Spectrum.dat" using 1:3 with line 

→反射率が表示される

>gnuplot

(2) gnuplotコマンドで次のように入力

手順５：読みだしたデータをグラフ化

gnuplotでusingの後の数字の対応データ 

1　波長 [nm] 

2　輝度値 [W/m2/µm/sr] 

3　拡散反射率 

4　暗時DN 

5　オリジナルDN 

6　QA

2.3 SPデータの読み方
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(a)VISとNIR1の同じ波長帯の重なり素子 

(b)打ち上げ後に異常な振る舞いが判明した素子 

(c)現時点の校正ではS/Nが十分でない素子（2.5µm以遠）

(a) 

(b) 
(c) 

手順６：実際に使用しない素子データの削除

スペクトルにおける 
不自然な「跳ね」や「ギャップ」
フィーチャー

2.3 SPデータの読み方

以下の素子のデータの
削除作業を行う
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（１）テキスト・エディターでSpectrum.datファイルを開く 

    （行番号を表示できるものが望ましい）

例：viを使った作業 

> vi Spectrum.dat

（２）285行目（波長2500.1 nm） 

～296行目（波長2587.9nm）を削除

・vi上で行番号を表示→ :set number

・vi上で行削除→ dd
ここを削除

2.3 SPデータの読み方
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（３）181行目（波長1652.1 nm）～

186行目（波長1709.8nm）を削除
ここを削除

ここを削除

（４）75行目（波長956.6 nm）～

93行目（波長947.4nm）を削除

2.3 SPデータの読み方
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（５）保存＆vi修了
・ファイル上書き→ :w 

・vi修了　→ :q

手順７：gnuplotで再表示

・VIS-NIR1重なり素子や、異常素子などが消えて表示されている。

2.3 SPデータの読み方
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・その他、輝度値なども正常に表示されているか確認を。

なお、実用段階では手動ではなく、spincプログラムやグラ
フソフトのマクロを使って自動処理。

2.3 SPデータの読み方
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2.4 補助データおよび同時観測画像について
2.4.1 SP補助データ 

2.4.2 同時観測画像データ
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・SPINC_simplereadL2Bでは、実行時に補助データの一部を表示する

実際によく使う補助デー
タのみ出力

出力補助データとその意味 
Revolution： かぐやの周回番号 

Total line number： 対象データに含まれる総測点数 

Solar Distance： 太陽-月間の距離 [km] 

TI： 衛星時刻 

Altitude： 衛星の月面からの高度 [km] 

SP Observation Latitude/Longitude： SP測点の緯度/経度 

Incident/Emission/Phase Angle： 観測点の太陽入射角,出射角,位相角 

SP1-4 Temperature： 分光計温度1,2,3,4 

Peltier/N1 Focal Temperature： ペルチェ高温側/NIR1検出器 温度 

Kaguya Direction：衛星の向き(+1 or -1)と進行方向(Ascending or Descending)

2.4 補助データおよび同時観測画像について

簡単なSP補助データの読み方
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2.4.2 同時観測画像

疑問：そもそも先ほど作成した反射スペクトルは、
「どこ」で測定されたデータ？

狭い範囲を選んだ・・
とはいえ数10kmの

範囲
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2.4.2 同時観測画像

同時観測画像：ダウンロード後
展開したファイルに含まれる

SP_2B2_01_04208_N096_E3400.jpg

TCやMIによって、SP観測
時に撮像された画像データ
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2.4.2 同時観測画像

(1) 同時観測画像の4隅の緯度・経度情報 

!

!

!

(2) SP補助データのSP測点の緯度・経度

の両者の関係から推定する方法

(x1,y1) (x2,y2)

(x3,y3) (x4,y4)

課題２：同時観測画像を使って、SP検知地点を推定してみよう!

☆概要
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・ターミナルでspcファイルを直接読む  

>less SP_2B2_01_04208_N096_E3400.spc

spcファイルの最初のヘッダーに同時観測画像の四隅の緯度経度情報

手順１：同時観測画像の４隅の緯度経度を読み出す

ここに同時観測画像の緯度経度情報

(x1,y1) (x2,y2)

(x3,y3) (x4,y4)

2.4.2 同時観測画像
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TM_UPPER_LEFT_LATITUDE        = 9.275566 <deg> 
TM_UPPER_LEFT_LONGITUDE      = 340.387687 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LATITUDE      = 9.266009 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.609909 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LATITUDE        = 9.974713 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LONGITUDE      = 340.376993 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LATITUDE      = 9.965131 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.598251 <deg>

左の緯度が右の緯度より大きい？？？

手順１：同時観測画像の４隅の緯度経度を読み出す
UPPER

LOWER

LEFT RIGHT

(x1,y1) (x2,y2)

(x3,y3) (x4,y4)

LEFT_LONGITUDE > RIGHT_LONGITUDE 

UPPERのLATITUDE < LOWER_LATITUDE 

緯度もUPPER < LOWER？？？
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TM_UPPER_LEFT_LATITUDE        = 9.275566 <deg> 
TM_UPPER_LEFT_LONGITUDE      = 340.387687 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LATITUDE      = 9.266009 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.609909 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LATITUDE        = 9.974713 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LONGITUDE      = 340.376993 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LATITUDE      = 9.965131 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.598251 <deg>

SP_2B2_01_04208_N096_E3400P.jpg SP_2B2_01_04208_N096_E3400.jpg

サムネイル画像オリジナル画像
実際のコペルニクスの画像

・KAGUYAの向き、衛星進行方向により変わる�49



Xb = 340.38234

XbXa

Ya

Yb

Xa = 339.60408

（１）LONGITUDEの中でminとmaxのものをそれぞれXaとXb

（２）LATITUDEの中でminとmaxのものをそれぞれXaとXb

Ya = 9.266009 Yb = 9.974713

TM_UPPER_LEFT_LATITUDE        = 9.275566 <deg> 
TM_UPPER_LEFT_LONGITUDE      = 340.387687 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LATITUDE      = 9.266009 <deg> 
TM_UPPER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.609909 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LATITUDE        = 9.974713 <deg> 
TM_LOWER_LEFT_LONGITUDE      = 340.376993 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LATITUDE      = 9.965131 <deg> 
TM_LOWER_RIGHT_LONGITUDE    = 339.598251 <deg>

・サムネイル画像を使って 
・緯度経度の最大最小値を使用

今日の演習では大胆に（それでも十分な精度あり）。

本格的な解析では、プログラム等を書いて処理
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・SPINC_simplereadL2Bを使って

SP測点の経度 Xsp = 340.011015 

SP測点の緯度 Ysp = 9.346907

手順２：観測地点の緯度経度を取得
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・何らかの方法でサムネイル画像の次元を調べる 

<Mac> 
サムネイル画像に対して → Command+I 

画像ソフト(プレビュー等）で閲覧 

<Windows> 
プロパティで調べる

この例では、画像サイズ、Lx=456, Ly=512を取得

手順３：同時観測画像のサイズを知る
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Lx=456

Xb = 340.38234Xa = 339.60408

Ya = 9.266009

Yb = 9.974713

Ly=512Xsp = 340.011015 
Ysp = 9.346907

・変換後の座標(U,V)は 

U = Lx * (Xsp -Xa)/(Xb-Xa)   +1   ～234 (～0.51) 

V = Ly * (Ysp -Ya)/(Yb-Ya) +1  ～92 (～0.18)

手順４：画像上の座標を計算
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U = 234.07877573 (～0.51) 

V = 91.84173929 (～0.18) のデータを使って

パワポを使った表示例 

!
(1)サムネイル画像をパワポ
に貼り付け 

(2)表示/ルーラ、表示/ガイ
ドを使って、画像における相
対位置を決定　

手順５：画像上にプロット
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